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平
成
28
年
９
月
定
例
会
が
、
９
月
８
日

か
ら
26
日
ま
で
の
19
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
に
提
案
さ
れ
た
平
成
27
年
度
各

会
計
決
算
、
条
例
の
改
正
、
平
成
28
年
度

補
正
予
算
な
ど
の
議
案
を
慎
重
に
審
議

し
、
提
案
さ
れ
た
38
議
案
す
べ
て
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
各
会
計
決
算
に
つ
い
て

は
、
議
長
及
び
議
会
選
出
監
査
委
員
を

除
い
た
議
員
全
員
で
構
成
す
る
、
決
算
審

査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
審
査
を
行

い
、
委
員
長
の
報
告
の
と
お
り
認
定
し
ま�

し
た
。

　

さ
ら
に
、
議
員
提
出
議
案
２
議
案
も
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

平成28年第6回（9月）定例会

平成27年度　各会計の決算状況
区　　　分 歳入決算 歳出決算 審査結果

一　般　会　計 96億8679万円 93億4218万円 認　定

特　
　

別　
　

会　
　

計

住宅新築資金等貸付事業 309万円 309万円 認　定

高齢者及び障がい者住宅
整備資金貸付事業 3万円 3万円 認　定

国民健康保険事業 22億6418万円 21億9853万円 認　定

後期高齢者医療 1億5867万円 1億5865万円 認　定

介 護 保 険 18億866万円 17億3541万円 認　定

温 泉 事 業 1340万円 1237万円 認　定

下水道事業 11億872万円 11億843万円 認　定

農業集落排水処理事業 1億7339万円 1億7339万円 認　定

簡易水道事業 4494万円 4494万円 認　定

財産区（６財産区） 402万円 344万円 認　定

合　　　計 152億6589万円 147億8046万円

区　　　分 収　　入 支　　出 審査結果

企
業
会
計

国民宿舎事業
収益 3億816万円 3億1088万円

認　定
資本 0円 8529万円

水 道 事 業
収益 1億9112万円 1億6230万円 可決及び

認　定資本 0円 7300万円

国
民
宿
舎
事
業
２
２
０
万
円
資
金
不
足

他
会
計
は
黒
字
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財政分析
　主要財務比率の普通会計ベースによる実績は、次のとおりです。

（参考）　　　　　　　　　　　　主要財務比率の推移（過去５年間）

区　　分 平成27年度 平成26年度 増　　減 前年度県下
市町村平均

財 政 力 指 数 0.27 0 .27 － 0 .28

経常収支比率 84 .7 85 .7 △1 .0 87 .1

区　　分 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

財 政 力 指 数 0.29 0 .28 0 .27 0 .27 0 .27

経常収支比率 84 .9 86 .7 89 .6 86 .8 85 .7

注１）財政力指数…地方公共団体の財政基盤の強弱を示す数値。過去３ヵ年の基準財政収入額／基準財政需
要額で算定する。「１」に近づくほど財政力が強いとされている。

注２）経常収支比率…財政運営の弾力性・健全性の目安となる数値。町村にあっては75％を超えると弾力性が
失われつつあるとみなされる。

借金の状況
300億円

250億円

200億円

150億円

100億円

50億円

0
平成22年度 平成26年度平成25年度平成24年度平成23年度

各年度末の借金残高（過去５年間）

一般会計
特別会計

区　分
当年度中の異動 当年度末

残高（元金）新規発行額 償還元金 利　　息 償還元利計

一般会計 6億2848万円 16億5718万円 1億6818万円 18億2536万円 120億4236万円

特別会計 2億6320万円 8億742万円 1億5904万円 9億6646万円 66億3265万円

計 8億9168万円 24億6460万円 3億2722万円 27億9182万円 186億7502万円

対前年度比 △5億7170万円 2億7186万円 △3781万円 2億3405万円 △15億7292万円

☆

平
成
27
年
度
湯
梨
浜
町
健
全
化

判
断
比
率
の
報
告

　

実
質
収
支
が
黒
字
の
た
め
、
算

定
外
で
あ
り
良
好
で
あ
る
。

☆

平
成
27
年
度
湯
梨
浜
町
資
金
不

足
比
率
の
報
告

　

国
民
宿
舎
事
業
特
別
会
計
で

２
２
０
万
円
の
資
金
不
足
が
生
じ

た
。他
の
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

資
金
不
足
は
生
じ
て
い
な
い
。

比　率　区　分 H27年度 早期健全化基準

実質赤字比率（一般会計等の赤字率） － 014.30

連結実質赤字比率（全会計の赤字率） － 019.30

実質公債費比率（借金返済負担割合） 14.8 25.0

将来負担比率（将来負担すべき借金の割合） 06.3 350.00

注）実質公債費比率：一般財源（収入）のうち、借金返済に係る費用の割合。

　　　　　　　　平成27年度財政健全化判断比率� ( 単位：％ )

3 ゆりはま議会　　第 52 号



公
社
の
あ
り
方
は

☆
町
土
地
開
発
公
社
は
、
主

に
町
や
金
融
機
関
か
ら
の
短

期
借
入
金
に
よ
り
事
業
を
継

続
実
施
し
て
い
る
。

問

答

　

公
社
の
今
後
の
あ

り
方
を
ど
う
す
る
の

　

存
続
す
る
か
、
解

散
す
る
か
な
ど
、
理

事
会
で
議
論
し
、
方
向
性
を

検
討
す
る
。

か
、
方
向
性
は
検
討
さ
れ
た

か
。
結
論
を
次
世
代
に
送
る

こ
と
な
く
、
前
向
き
に
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

自
治
基
本
条
例

見
送
り

☆
自
治
基
本
条
例
と
は
、
自

治
の
基
本
理
念
や
自
治
体
運

営
の
基
本
原
則
、
町
民
の
権

利
・
義
務
な
ど
の
基
本
的
な

ル
ー
ル
を
定
め
た
条
例
。

問
　

自
治
基
本
条
例
の

策
定
委
員
会
で
、
具

体
的
な
検
討
に
至
ら
な
か
っ

た
よ
う
だ
が
。

答
　

こ
の
条
例
は
良
い

面
ば
か
り
で
は
な

い
。
住
民
参
画
型
の
も
の
を

考
え
て
い
た
が
、
検
討
会
が

な
か
な
か
開
催
で
き
な
い
。

取
り
や
め
よ
う
と
思
っ
て

問
　

い
ろ
い
ろ
と
難
し

さ
も
あ
る
が
、
十
分

検
討
し
て
ほ
し
い
。
行
政
側

の
働
き
か
け
、
町
民
へ
の
説

明
が
不
足
し
て
い
る
。

答
　

指
摘
通
り
の
自
覚

を
し
て
い
る
。
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
分

析
し
て
検
討
し
て
い
く
。

公社が販売（宇野 磯
いそなぎ

泙団地）

子
育
て
施
策
の
目
玉
に

☆
家
庭
で
子
育
て
す
る
保
護

者
へ
月
３
万
円
支
給
。
平
成

27
年
度
は
１
歳
ま
で
。

問
　

育
児
休
業
制
度

の
企
業
へ
の
理
解
、

取
り
組
み
を
要
請
す
る
方

法
は
。

答
　

企
業
を
対
象
に
研

修
を
し
た
り
、
取
り

問
　

良
い
施
策
で
あ
る

の
で
、
長
い
ス
パ
ン

で
続
け
て
、
子
育
て
施
策
の

目
玉
に
し
て
は
。

答
　

ふ
る
さ
と
納
税
を

活
用
し
、
財
源
を
確

保
し
な
が
ら
継
続
し
て
い
き

た
い
。

業
名
を
公
表
す
る
な
ど
、
動

機
づ
け
を
考
え
て
い
る
。

家庭で子育て

町
の
お
金
の
使
い
方
質
疑
あ
れ
こ
れ

平
成
27
年
度 

決
算
審
査
特
別
委
員
会

い
る
。

組
み
を
進
め
て
い
た
だ
く
企
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建
設
促
進
に
向
け

早
期
解
決
を

お
試
し
住
宅

整
備
中

問

問

問
　

新
中
学
校
建
設
用

地
に
隣
接
す
る
工
場

　

東
京
・
大
阪
で
の

移
住
定
住
相
談
会

　

こ
れ
ま
で
の
経
過

な
ど
情
報
は
全
部
出

の
方
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、

ど
う
解
決
し
て
い
く
の
か
。

に
参
加
さ
れ
た
人
の
中
で
、

移
住
し
て
来
た
人
は
い
る

の
か
。

し
て
き
た
の
か
。

答

答

答
　

騒
音
や
震
動
で
業

務
に
支
障
を
来
す
と

　

相
談
者
が
移
住
さ

れ
た
と
い
う
こ
と

　

情
報
に
つ
い
て

は
、
で
き
る
限
り
議

い
う
問
題
が
あ
る
。
問
題
を

克
服
す
る
た
め
の
提
案
な
ど

を
行
い
、
誠
心
誠
意
対
応
し

て
い
る
。

は
、
昨
年
度
は
な
か
っ
た
。

会
に
説
明
し
て
い
る
。

問
　

移
住
定
住
に
結
び

つ
け
る
た
め
、
よ
り

効
果
的
な
方
法
を
考
え
て
い

る
か
。

答
　

お
試
し
住
宅
の
整

備
や
、
空
き
家
の
調

査
を
し
て
、
受
け
皿
を
つ
く

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
っ
て
い
る
。

　

お
試
し
住
宅
は
本
年
度
中

に
完
成
予
定
。

移住体験ツアーで藍染め体験（茜工房）

保
育
士
の
確
保
は

問問
　

保
育
士
不
足
が
あ

る
。
こ
ど
も
園
の
職

　

臨
時
職
員
、
パ
ー

ト
職
員
の
待
遇
改
善

員
の
配
置
状
況
は
。

の
考
え
は
。

答答
　

平
成
27
年
度
末
で

は
、
臨
時
職
員
が
足

　

臨
時
職
員
の
賃
金

の
引
き
上
げ
、
通

り
ず
、
パ
ー
ト
職
員
で
対
応

し
た
。

　

職
員
採
用
試
験
を
町
独
自

で
行
っ
た
り
、
受
験
対
象

者
の
拡
大
を
考
え
て
い
き

た
い
。

勤
手
当
の
引
き
上
げ
、
ま

た
、
夏
季
休
暇
の
付
与
を

行
っ
た
。

　

パ
ー
ト
賃
金
に
つ
い
て

も
、他
町
の
状
況
も
調
べ
て
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

自
治
公
民
館
の

耐
震
化
は

問
　

耐
震
が
必
要
と
さ

れ
る
家
屋
数
を
把
握

し
て
い
る
の
か
。

答
　

町
の
耐
震
化
の
目

標
は
85
％
。
現
在
は

74
・
４
％
。
チ
ラ
シ
の
配
布
、

説
明
会
の
開
催
な
ど
で
広
報

し
て
い
く
。

問
自
治
公
民
館
や
集
会

所
な
ど
の
耐
震
化
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　

耐
震
基
準
に
満
た

な
い
建
物
が
、
ど
の

程
度
あ
る
の
か
、
費
用
が
ど

れ
く
ら
い
か
か
る
の
か
を
精

査
し
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う

な
支
援
が
で
き
る
の
か
検
討

し
た
い
。

自治公民館も耐震化が必要
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町独自に保育士確保を

礒 江 俊 二
代表監査委員

上 野 昭 二
監査委員

①収入未済金対策について

　滞納整理対策本部会議において、徴収困難事案の削減
に取り組む姿勢が確認されたが、徴収困難事案はそれぞ
れ課題が異なる。会議内で共通認識を持って方針を決定
し、権利放棄あるいは訴訟提起を的確に説明できる理由
を整理して、議会に提案をしていく体制をとられたい。

②契約変更に係る事務処理の適正化について

　工事の設計変更や増額変更が数多く確認された。変更
手続きについての書類不備や、建築工事と土木工事の設
計書の違いについての理解が不十分であり、今一度熟慮
の上適切な事務処理を望む。

③町商工会羽合支所解体補助金について

　商工会羽合支所、及び旧長瀬地区公民館を町に無償譲
渡したいと陳情が出されたが、審議の結果、無償譲渡は
受けず、解体費用の一部補助がなされた。しかし、未だ利
用可能な建物であり、新たな活用の検討に誘導すること
が、行政の基本姿勢だったのではないか。今後は、各地区
集会所の更新・整備に係る支援制度創設の検討が必要と
考える。

「平成27年度決算審査意見書（要旨）」
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平成27年度　決算審査
①��収入未済対策については、担当課で管理票を作成し滞納
解消に向けた年間計画と実績を把握、時効管理ができて
いない案件の整理を行う。滞納整理対策本部では、管理
票に基づき全体で議論し方針を決定する。また、進行管
理と指導を行うという方法を検討し、ルールの確立に向
け取り組みたい。

②��契約変更に係る事務の適正化については、課題を克服す
るため、工事の技術的な面で県職員の派遣を受けたり、
町職員が研修を受けたりしているが困難な点もある。適
切な公文書管理について研修の強化をはかっていく。

③��商工会羽合支所解体については、町や民間などが利用で
きないか考えたが、解体ということになった。今後、次の
案件が出てきた場合、どうするのか検討し方針を決めて
おきたい。

「決算審査意見指摘事項への対応方針（要旨）」

町　　長

①湯梨浜町土地開発公社について
　公社を解体するか継続するか、他の行政団体の動向も考慮しながら結
論を次世代に送ることなく、責任を持って解決するよう努められたい。

②自治基本条例策定について
　自治基本条例は、まちづくりの基本的ルールを定める条例である
が、メリット、デメリットがあり難しい問題である。制定に向けては、
町民の意識の高揚をはかり、十分説明したうえで結論を出されるこ
とを要望する。

③新中学校・学校給食センター建設について
　議会、及び町民への情報提供が不足している。引き続き情報提供に
努め、誠心誠意対応されたい。

④保育士の職員配置について
　担任に正規職員を配置できるように、また町独自に保育士確保、
及び臨時・パート職員の待遇改善などを進められたい。

⑤震災に強いまちづくりについて
　今後、町内の自治公民館を中心に耐震診断を行い、耐震化の費用助
成を含めた対応の速度を上げられたい。

「決算審査特別委員会報告（要旨）」

河 田 洋 一
決算審査特別委員会

委員長
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☆
一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

４
千
７
３
４
万
円
を
追
加

し
、
補
正
後
の
予
算
の
総
額

を
１
０
６
億
８
千
９
５
３
万

円
と
す
る
。

補
正
予
算

住
宅
取
得
を
支
援

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

強
化
へ

・

若
者
夫
婦
・
子
育
て
世
代

住
宅
支
援
事
業



５
０
０
万
円

　

ど
ち
ら
か
が
35
歳
以
下
の

夫
婦
、
ま
た
は
中
学
生
以
下

の
子
ど
も
を
２
人
以
上
養
育

す
る
世
帯
が
、住
宅
を
新
築
、

購
入
す
る
た
め
の
費
用
、
最

大
50
万
円
を
補
助
す
る
。

・

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化

対
策
業
務



３
０
９
万
円

　

役
場
庁
舎
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

回
線
の
３
つ
を
分
離
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
に
係
る
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
向
上
を
は

か
る
。

医
療
費
の一

部
支
給

Ｂ
型
肝
炎
の
予
防

「
新
甘
泉
」日本

一
へ

・
育
成
医
療
給
付
費



１
６
２
万
円

　

心
不
全
症
状
の
あ
る
児
童

の
緊
急
施
術
の
医
療
費
を
一

部
支
給
す
る
。

・
予
防
接
種
事
業



１
９
２
万
円

　

１
歳
未
満
児
へ
の
、
Ｂ
型

肝
炎
予
防
接
種
の
定
期
接
種

・

戦
略
的
ス
ー
パ
ー
梨
団
地

整
備
事
業



６
６
０
万
円

　

山
田
谷
の
耕
作
放
棄
地
と

な
っ
て
い
た
果
樹
園
を
復
旧

し
、「
新
甘
泉
」
を
中
心
と

し
た
樹
園
地
に
整
備
す
る
た

め
、
整
地
代
な
ど
を
増
額

す
る
。

漁
業
者
へ
支
援

・
沿
岸
漁
業
活
性
化
推
進

事
業



１
１
６
万
円

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
よ
り

漁
業
経
営
改
善
を
は
か
る
た

め
に
、
省
エ
ネ
型
船
舶
用

エ
ン
ジ
ン
の
購
入
を
支
援

す
る
。

洗
濯
機
の
更
新

・

活
性
化
セ
ン
タ
ー
管
理
経

常
経
費



１
６
０
万
円

　
「
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
ま

な
す
」
の
、
コ
イ
ン
式
乾
燥

機
の
修
繕
、
及
び
コ
イ
ン
式

全
自
動
洗
濯
機
を
買
い
替

え
る
。

停泊する漁船（泊漁港）

休
憩
所
を
整
備

・

も
う
か
る
６
次
化
・
農
商

工
連
携
支
援
事
業



７
９
０
万
円

　

井
戸
海
水
を
利
用
し
た
ヒ

ラ
メ
な
ど
の
陸
上
養
殖
場

に
、
集
客
に
つ
な
が
る
休
憩

所
や
、
飲
食
場
所
な
ど
を
整

備
す
る
。

防
災
士
を
養
成

・
防
災
士
養
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
24
万
円

　

自
主
防
災
組
織
強
化
の
一

環
と
し
て
、
防
災
の
正
し
い

知
識
と
技
能
を
持
つ
防
災
士

の
資
格
取
得
の
た
め
の
受
講

料
。
職
員
１
名
、
３
地
域
か

ら
１
名
ず
つ
の
計
４
名
分
。

イベントでにぎわう陸上養殖場

化
に
伴
い
、
医
療
機
関
に
予

防
接
種
を
委
託
す
る
。

安
心
な

学
校
生
活
の
た
め

・

東
郷
中
学
校
管
理
運
営
臨

時
経
費



４
６
７
万
円

　

車
イ
ス
を
使
用
す
る
生
徒

が
入
学
予
定
で
あ
る
た
め
、

ス
ロ
ー
プ
施
工
や
ト
イ
レ
改

修
な
ど
校
内
施
設
の
改
修
を

行
う
。
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条
例
改
正

法
人
税
割
の

税
率
の
引
き
下
げ

☆

湯
梨
浜
町
税
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
の
地
方
税
法
な
ど
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
軽
自
動
車

税
の
種
別
割
の
グ
リ
ー
ン
化

特
例
の
１
年
延
長
、
法
人
住

民
税
の
法
人
税
割
の
標
準

税
率
の
引
き
下
げ
な
ど
を

行
う
。

国
保
改
正

☆

湯
梨
浜
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

国
の
所
得
税
な
ど
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
町
民
税
で
分

離
課
税
さ
れ
る
特
例
適
用
利

子
な
ど
を
総
所
得
金
額
に
含

め
る
。

指
導
権
限

県
か
ら
町
へ

☆

湯
梨
浜
町
指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
及
び

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
等
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　　

国
の
介
護
保
険
法
の
改
正

に
伴
い
、
県
の
指
定
や
指
導

権
限
の
あ
る
利
用
定
員
が
18

人
以
下
の
小
規
模
な
通
所
介

護
事
業
所
を
、
町
の
指
定
や

指
導
権
限
の
あ
る
地
域
密
着

型
通
所
介
護
事
業
と
す
る

た
め
に
基
準
な
ど
を
整
備

す
る
。そ 

の 

他

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

購
入

☆
物
品
売
買
契
約
の
締
結

契
約
の
目
的

　



東
郷
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ

ス
購
入（
一
台
）

契
約
の
金
額

　
　
　
　

１
千
９
７
６
万
円

契
約
の
相
手
方

　



い
す
ゞ
自
動
車
中
国
四
国

株
式
会
社　

岡
山
・
鳥
取

支
社
鳥
取
支
店

新
中
学
校

い
よ
い
よ
建
設

☆
工
事
請
負
契
約
の
締
結

①
校
舎
新
築
工
事（
建
築
）

契
約
の
金
額

　
　

16
億
１
千
９
７
８
万
円

契
約
の
相
手
方

　


酒
井
・
高
野
・
馬
野
・
ク

ラ
エ
ー
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体

②

校
舎
新
築
工
事（
機
械
設

備
）

契
約
の
金
額

　
　

２
億
７
千
７
２
３
万
円

契
約
の
相
手
方

　



ク
ラ
エ
ー
・
足
立
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体

③

校
舎
新
築
工
事（
電
気
設

備
）

契
約
の
金
額

　
　

１
億
８
千
８
７
８
万
円

契
約
の
相
手
方

　



新
陽
電
気
・
北
村
電
気
特

定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

④

屋
内
運
動
場
新
築
工
事

（
建
築
）

契
約
の
金
額

　
　

９
億
７
千
７
４
０
万
円

契
約
の
相
手
方

　



井
木
・
向
井
・
伊
藤
特
定

建
設
工
事
共
同
企
業
体

⑤

屋
内
運
動
場
新
築
工
事

（
機
械
設
備
）

契
約
の
金
額

　
　
　
　
　

５
千
４
３
万
円

契
約
の
相
手
方

　

大
和
設
備
倉
吉
株
式
会
社

⑥

屋
内
運
動
場
新
築
工
事

（
電
気
設
備
）

契
約
の
金
額

　
　
　
　

４
千
９
６
８
万
円

契
約
の
相
手
方

　
　
　

有
限
会
社
山
﨑
商
会

　
今
年
７
月
に
行
わ
れ
た
第
24
回
参
議
院
議

員
選
挙
に
お
い
て
、
初
め
て
合
区
に
よ
る
選

挙
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
鳥
取
県
で
は
過

去
最
低
の
投
票
率
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
を
代
表
す
る
議
員
が
選
出
で
き

な
か
っ
た
全
国
唯
一
の
県
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
受
け
、
地
方
の
声
を
国
政
に
届

け
る
た
め
、
都
道
府
県
単
位
の
代
表
が
国
政

に
参
加
で
き
る
選
挙
制
度
と
な
る
よ
う
、
合

区
の
見
直
し
を
要
請
す
る
決
議
案
が
議
員
発

議
で
提
出
さ
れ
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
決
議
書
は
、
国
会
・
政
府
、
各
政
党
、

地
元
選
出
国
会
議
員
に
提
出
し
ま
し
た
。

参
議
院
選
挙
区
の
合
区
の

見
直
し
に
関
す
る
決
議
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経
営
改
善
本
格
化笑顔で接客（水明荘）

問問問 答答答
　

行
っ
て
み
た
い

と
思
わ
せ
る
ホ
ー

　

経
営
改
善
計
画
は

３
年
間
。
成
果
が
出

　

忘
年
会
・
新
年
会

の
対
策
は
考
え
て
い

ム
ペ
ー
ジ
を
作
る
必
要
が
あ

る
が
。

せ
る
体
制
に
あ
る
の
か
。

る
か
。 　

今
は
、
小
グ
ル
ー

プ
、個
人
客
が
多
い
。

　

職
員
の
意
識

の
変
化
が
必
要
。

　

料
理
の
チ
ョ
イ
ス

が
で
き
る
よ
う
準
備

料
理
や
部
屋
を
個
人
で
選
択

で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
。

５
０
０
０
万
円
ベ
ー
ス
を

稼
ぎ
出
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
減
価
償
却
費
は
減
っ
て

く
る
の
で
利
益
は
上
が
っ
て

く
る
。

多
目
的

ス
ペ
ー
ス
を
設
置

問答
　

陸
上
養
殖
は
、
順

調
に
進
ん
で
い
る

の
か
。　

現
在
は
、
ヒ
ラ

メ
、
ウ
マ
ヅ
ラ
ハ
ギ

の
養
殖
を
さ
れ
て
い
る
。
平

成
27
年
度
の
売
り
上
げ
は
、

８
７
０
万
円
。
県
内
業
者
と

連
携
し
、
ウ
マ
ヅ
ラ
ハ
ギ
を

加
工
し
て
給
食
な
ど
に
出
す

計
画
を
持
っ
て
い
る
。

　

今
回
、
養
殖
場
施
設
に
多

目
的
ス
ペ
ー
ス
を
、
県
の
事

業
を
使
い
設
置
す
る
。

問答
　

施
設
に
は
ト
イ
レ

が
な
い
が
。

　

ト
イ
レ
設
置
の
意

向
は
あ
る
。
早
く
進

め
る
た
め
、
合
併
浄
化
槽
で

の
対
応
を
考
え
て
い
る
。

移
住
体
験
ツ
ア
ー
で
魅
力
発
信

答 問

ツアー参加者との意見交換（よどや）

《
ツ
ア
ー
参
加
者
の
声
》

◦

仕
事
の
数
そ
の
も
の
が
少

な
い
印
象
。

　

「
ま
ち
づ
く
り
」が
始
ま
っ

た
こ
の
時
期
、
私
も
ぜ
ひ

携
わ
っ
て
貢
献
し
た
い
。

◦

ま
ず
仕
事
、
そ
し
て
住
居

を
決
め
る
の
が
手
順
と

思
っ
て
い
た
。
実
際
町
に

来
て
み
る
と
必
ず
し
も
そ

う
で
は
な
い
。
想
像
し
て

い
た
よ
り
難
し
い
。

　
「
ま
ち
づ
く
り

行
っ
て
み
て
確
か
め

て
現
地
ツ
ア
ー
」
と
い
う
こ

と
で
、
９
月
12
日
、
13
日
に

１
泊
２
日
の
日
程
で
、
移
住

促
進
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て

実
施
予
定
。

　

※
ツ
ア
ー
に
は
、
夫
婦
２

組
４
名
と
、
男
性
１
名
の
計

５
名
が
参
加
。

　

移
住
体
験
ツ
ア
ー

の
取
り
組
み
状

況
は
。

☆
昨
年
度
か
ら
水
明
荘
の
経
営
診
断
を

し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
て
い
る
穐

田
中
小
企
業
診
断
士
か
ら
、
７
月
ま
で
の

状
況
報
告
を
受
け
た
。

①
休
憩
の
利
用
人
数
を
増
や
す
こ
と
が
大

事
。
同
時
に
客
室
改
善
を
は
か
る
こ
と
。

②
サ
ー
ビ
ス
の
平
準
化
を
は
か
る
こ
と
。

（
従
業
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
）

③
情
報
を
一
元
化
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

の
存
在
。（
指
揮
す
る
人
間
を
３
名
作
る
）

④
企
画
営
業
の
強
化
。（
デ
ー
タ
に
基
づ
く

営
業
活
動
が
必
要
）

し
て
い
る
。
料
理
写
真
を
に

ぎ
や
か
に
し
よ
う
と
進
め
て

い
る
。
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☆
筒
地
地
区
は
、
近
年
井
戸
の
水
位
が
低

下
。
新
水
源
を
設
け
よ
う
と
す
る
と
、
時

間
も
費
用
も
か
か
る
。
隣
接
す
る
鳥
取
市

か
ら
、
給
水
で
き
な
い
か
検
討
。

　

羽
合
地
区
は
赤
水
問
題
が
あ
り
、
倉
吉

市
か
ら
給
水
を
検
討
。

安
定
し
た
水
確
保
は問問 答答

　

鳥
取
市
の
区
域
外

に
な
る
筒
地
地
区
へ

　

工
事
終
了
後
、
現

在
の
水
源
は
ど
う
な

の
給
水
方
法
は
。

る
の
か
。

　

鳥
取
市
は
絹
見
ま

で
が
上
水
区
域
。
鳥

　

現
在
の
水
源
は
維

持
し
、
補
完
的
に
鳥

取
市
内
に
町
が
土
地
を
購
入

し
て
事
業
者
と
な
り
、
給
水

を
受
け
る
手
続
き
を
考
え
て

い
る
。

取
市
か
ら
の
給
水
を
考
え
て

い
る
。

　

料
金
は
、
現
在
の
料
金
体

系
を
考
え
て
い
る
。

問問 答答
　

羽
合
地
区
も
同
様

に
行
う
の
か
。

東
郷
と
羽
合
を
連
結

す
る
と
言
っ
て
い

た
が
、
な
ぜ
で
き
な
か
っ
た

の
か
。 　

羽
合
地
区
は
８
基

の
井
戸
が
稼
働
し
て

　

連
結
は
検
討
の
中

に
入
っ
て
い
る
。

い
る
が
、
水
量
が
ぎ
り
ぎ
り

で
あ
る
。
維
持
管
理
が
適
正

に
で
き
、
断
水
を
行
わ
な
く

て
も
工
事
が
で
き
る
よ
う
、

補
完
的
に
倉
吉
市
か
ら
の
給

水
を
考
え
て
い
る
。

問答
　

羽
合
地
区
の
人
口

は
増
え
て
い
る
。
早

急
に
新
水
源
の
調
査
も
併
せ

て
や
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

今
後
検
討
す
る

予
定
。
人
口
減
が

前
提
に
あ
り
、
設
備
投
資
を

か
け
な
い
形
を
考
え
て
い
き

た
い
。

鳥取市からの給水が検討される筒地配水池

　７月28日、農業委員会の農地パトロールに同行。
　荒廃地は、平成26年まで増加傾向にあったが、平成
27年には山間地の再生困難な所は、農地から除外して
いることや、作付け可能な農地の一部は再生されてい
ることなどから、前年より減少している。

問

答

未相続や町外所有者の農地が荒れている。農地
の所有者はわからないのか。

苦情などがあれば、登記情報などにより、通知
を出して、農地管理をお願いしている。 荒廃農地の状況確認（別所）

農地パトロールで荒廃農地調査
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☆
平
成
22
年
度
か
ら
、
羽
合
西
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
㈱
セ
ン
コ
ー
ス
ク
ー
ル

フ
ァ
ー
ム
に
貸
付
し
て
い
る
。

　

来
年
１
月
で
期
間
が
満
了
す
る
た

め
、
８
年
間
の
契
約
で
、
引
き
続
き
貸

付
を
行
う
。

教 育 民 生 常 任 委 員 会

障
が
い
者
雇
用
の
拡
大
を

問答
　

当
初
の
目
的
は
、

地
域
の
障
が
い
者

雇
用
の
拡
大
と
、
地
域
の

活
性
化
を
は
か
る
こ
と
。
計

画
書
が
出
て
い
た
が
、
現
在

の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。　

雇
用
人
数
は
、
本

年
４
月
時
点
で
32

人
、
う
ち
町
民
は
５
人
。
32

人
の
う
ち
障
が
い
者
の
方
は

22
人
。
そ
の
う
ち
町
民
は

２
人
。

　

平
成
27
年
度
の
売
上
高

は
、８
千
２
９
７
万
円
余
り
。

タ
ケ
ノ
コ
の
出
荷
、
梨
の
栽

培
な
ど
、
新
た
な
展
開
を
し

て
お
り
、
長
い
目
で
見
て
い

き
た
い
。

問答
　

地
震
な
ど
、
災
害

に
対
す
る
責
任
は
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
も
入
っ
て
お
り
、

非
常
時
の
対
応
は
考
え
て
い

く
。
耐
震
調
査
を
行
い
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問答
　

権
限
が
町
に
移
行

し
た
ら
ど
う
な
る
の

か
。
ま
た
、
メ
リ
ッ
ト
は
。

　

新
た
な
指
定
の
申

請
は
町
が
審
査
。
運

営
の
指
導
権
限
も
町
に
移

行
。
運
営
推
進
会
議
を
、
町

職
員
も
入
り
定
期
的
に
開
催

し
、運
営
状
況
を
確
認
す
る
。

　

メ
リ
ッ
ト
は
、
地
域
密
着

型
事
業
所
で
、
地
元
の
人
が

優
先
し
て
通
所
で
き
る
。

　

国
、
県
か
ら
の
助
成
は

な
い
。

問答
　

園
児
は
０
歳
児
も

含
め
て
参
加
し
て
い

　

園
児
も
職
員
も
全

員
が
参
加
し
て
、
訓

練
を
行
っ
て
い
る
。

　

パ
ー
ト
職
員
も
工
夫
を
し

て
、
全
員
参
加
し
て
い
る
園

も
あ
る
。

小
規
模
介
護
事
業
所

指
導
権
限
が
県
か
ら
町
へ

☆
介
護
保
険
法
の
改
正
で
、

利
用
者
定
員
18
人
以
下
の
小

規
模
な
通
所
介
護
事
業
所
の

指
導
権
限
が
、
県
か
ら
町
へ

移
行
。
町
内
で
は
２
施
設
が

あ
る
。

こ
ど
も
園
の

避
難
訓
練
は

☆
避
難
訓
練
に
は
、
す
べ
て

の
園
で
正
職
員
・
臨
時
職
員

が
参
加
し
て
い
る
。
パ
ー
ト

職
員
は
、
避
難
訓
練
実
施

時
に
出
勤
し
て
い
る
人
が

参
加
。

る
の
か
。

避難訓練で防災教育（まつざきこども園）

出荷作業（センコースクールファーム）
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教 育 民 生 常 任 委 員 会

小
学
校
特
定
地
域
選
択
制
を

来
年
度
か
ら
実
施

問答
　

７
月
の
教
職
員
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
説

　

泊
小
、
羽
合
小
の

役
員
に
説
明
。
前
向

き
に
受
け
止
め
て
い
た
だ
い

明
時
に
意
見
は
出
な
か
っ
た

の
か
。

水産教室で魚釣り（泊小学校）

問問 答答
　

町
長
と
語
る
会
の

中
で
、
通
学
方
法
と

　

本
当
に
少
人
数
の

学
校
が
良
い
と
言
う

　

基
本
的
に
は
路
線

バ
ス
を
考
え
て
お

　

泊
小
に
と
っ
て
も

良
い
し
、
羽
合
の
方

り
、補
助
を
し
て
い
き
た
い
。

　

祭
り
な
ど
は
地
元
で
活

動
、
学
校
関
係
の
活
動
は
通

学
先（
泊
小
）で
と
の
考
え
も

あ
る
。
保
護
者
会
で
示
し
て

い
く
。

で
泊
小
の
環
境
が
良
い
と
い

う
考
え
も
あ
る
。

　

体
験
や
制
度
を
聞
い
た
う

え
で
選
択
さ
れ
る
。
人
数
合

わ
せ
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

子
ど
も
会
に
つ
い
て
質
問
が

あ
っ
た
が
、
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

な
ら
い
い
が
、
数
合
わ
せ
で

の
発
想
は
や
め
て
ほ
し
い
。

泊
地
域
こ
ど
も
園

在
り
方
検
討
委
員
会
を
開
催

☆
総
合
的
な
幼
児
教
育
・
保

育
の
在
り
方
を
基
本
に
、
施

設
運
営
の
方
向
性
を
検
討

す
る
。

　
幼
児
人
口
の
推
移
、
入
園

状
況
、
施
設
概
要
の
説
明
か

ら
始
め
、
施
設
統
合
の
検
討

が
必
要
に
な
っ
た
状
況
を
２

回
目
以
降
で
説
明
す
る
。

　
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

を
協
議
し
た
う
え
で
、
統
合

の
是
非
の
検
討
に
入
り
た

い
。
来
年
度
中
に
方
向
性
が

出
れ
ば
と
思
う
。

※
こ
の
ほ
か
に
も
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
申
請
状
況
、
国
民

健
康
保
険
の
療
養
給
付
費
の

推
移
、
ゆ
り
は
ま
未
来
塾
な

ど
を
議
論
。

　

今
後
予
定
を
し
て
い
る
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
意
見

交
換
会
に
つ
い
て
も
話
し
合

い
を
し
た
。

た
印
象
。

　

教
職
員
へ
の
説
明
で
は
、

子
ど
も
会
は
ど
う
な
る
か
と

質
問
が
あ
っ
た
が
、
特
に
反

対
の
意
見
は
な
か
っ
た
。

授業を視察（東郷中学校）

小・中学校を視察

　７月19日、羽合小学校と東郷中
学校を視察。
　羽合小学校では、増設した特別
支援学級・放課後児童クラブの教
室を見学。地域住民と交流の、野
外授業が行われていた。
　東郷中学校では、車いすを利用
する生徒の受け入れ態勢などにつ
いて、意見交換をおこなった。
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町政を問う!一般
質問

９月定例会では、５人の議員が一般質問を行いました。

－ 質 問 事 項 －

ページ

上　野　昭　二 ①こども園と小学校の均衡ある発展を 15

増　井　久　美 ①湯梨浜まちづくり会社の進ちょくは 15

松　岡　昭　博 ①温泉宿泊客20万人の達成は
②町教育のめざす人材育成とは

16
16

入　江　　　誠 ①「ふるさと湯梨浜応援基金」の利活用は
②地元企業の育成は

17
17

米　田　強　美 ①人口減少の対策は
②東郷池の環境保全は

18
18
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過
疎
地
域
の
泊
で
は
、
過

疎
化
の
追
い
風
に
よ
っ
て
、

住
民
は
２
つ
の
こ
ど
も
園
の

存
続
危
機
を
大
変
心
配
し
て

い
る
。

　

泊
地
域
の
こ
ど
も
園
へ
他

地
域
か
ら
入
園
し
た
園
児

が
、
こ
ど
も
園
で
つ
ち
か
っ

た
関
係
を
、
小
学
校
に
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
地
域
ご
と
の

校
区
割
り
を
排
除
し
て
は
。

　

ま
た
、
通
学
距
離
要
件
枠

と
は
別
に
、
町
単
独
で
バ
ス

定
期
代
見
合
い
分
を
通
学
支

援
し
て
は
ど
う
か
。

　

６
月
の
臨
時
議
会
で
「
湯

梨
浜
ま
ち
づ
く
り
会
社
」
へ

２
４
０
万
円
出
資
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
。
社
長
は
宮
脇

町
長
で
あ
る
。
現
在
ど
う

い
っ
た
内
容
で
進
ん
で
い
る

の
か
。

　

ま
た
、
㈱
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
を
選
ん
だ
理
由
は

何
か
。

　

成
功
例
と
し
て
「
ゆ
い
ま

～
る
那
須
」
が
示
さ
れ
た

が
、
こ
れ
は
民
間
会
社
で
あ

る
。
先
進
地
と
し
て
北
海
道

厚あ

っ

さ

ぶ

沢
部
町
、
岩
手
県
雫し

ず
く
い
し石

町
が
官
民
共
同
で
や
っ
て
い

る
が
、
そ
の
内
容
を
知
っ
て

い
る
か
。

【
町
長
】
今
年
度
は
、「
泊
地

域
こ
ど
も
園
在
り
方
検
討
委

員
会
」
を
設
け
、
施
設
運
営

の
方
向
性
を
検
討
す
る
。

【
教
育
長
】
通
学
区
域
制
度

の
弾
力
的
運
用
に
つ
い
て
、

現
在
「
総
合
教
育
会
議
」
の

な
か
で
、
町
長
と
教
育
委
員

会
で
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　

鳥
取
市
で
は
通
学
方
法
の

選
択
は
保
護
者
が
行
い
、
通

学
距
離
が
３
㎞
を
超
え
る
児

童
に
は
、
通
学
費
補
助
が
行

わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
参
考

に
早
急
に
検
討
し
た
い
。

【
町
長
】
事
業
所
・
住
民
に

周
知
を
は
か
り
な
が
ら
、
準

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
今
後
、
会
社
事
業
内

容
や
財
務
計
画
書
を
作
成
。

出
資
先
を
探
し
、
な
る
べ
く

早
く
設
立
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　

鳥
取
県
と
本
町
の
生
涯
活

躍
の
ま
ち
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
の

策
定
を
受
託
し
た
の
が
㈱
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
、
全

国
の
自
治
体
で
も
実
績
が

あ
る
。

　

雫
石
町
は
、
資
本
金
１
千

５
９
０
万
円
。
移
住
定
住
支

援
事
業
や
未
利
用
地
・
未
活

用
資
源
の
活
用
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

学習発表会に向けて（泊小学校）

仮称「まちづくりセンター」の予定地
（旧Ａコープ東郷）

上 野 昭 二

増 井 久 美

こども園と小学校の
均衡ある発展を

湯梨浜まちづくり会社の
進ちょくは

羽合地域から
泊小へ通学可能

早期の設立をめざす

教育長

町長
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町
教
育
行
政
、
地
方
創
生

の
観
点
か
ら
、「
ふ
る
さ
と

教
育
の
推
進
」
に
よ
り
、
平

成
32
年
度
に
「
故
郷
で
暮
ら

し
た
い
児
童
・
生
徒
の
割
合

を
70
％
」
に
す
る
こ
と
は
、

ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ

の
か
。

　

ま
た
、
前
述
を
達
成
す
る

こ
と
と
、「
世
界
へ
羽
ば
た

く
英
語
教
育
の
推
進
」
か

ら
、
人
材
育
成
の
方
向
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

さ
ら
に
、
進
ち
ょ
く
状
況

が
遅
れ
た
場
合
、
ど
の
よ
う

な
対
策
・
授
業
を
行
う
の
か
。

【
町
長
】
人
材
育
成
の
方
向

は
子
ど
も
た
ち
が
町
を
知

り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
関

わ
り
関
係
を
養
っ
て
い
く
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
。
大
人

が
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
り
、

し
っ
か
り
育
む
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
る
。

【
教
育
長
】
子
ど
も
た
ち
は
、

地
域
の
歴
史
、
伝
統
、
文
化

な
ど
を
学
び
体
験
す
る
こ
と

で
、
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
と

愛
着
、
感
謝
の
意
識
が
た
か

ま
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ふ

る
さ
と
を
思
う
心
が
共
有
さ

れ
、
浸
透
度
70
％
と
な
る
よ

う
に
深
め
た
い
。

　

世
界
の
言
語
と
言
わ
れ
る

英
語
教
育
を
通
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
ち
か

い
、英
語
圏
の
文
化
を
学
び
、

ふ
る
さ
と
教
育
と
の
両
輪
と

し
て
取
り
組
む
。

　

進
ち
ょ
く
が
遅
れ
た
場
合

は
、
問
題
点
を
整
理
し
具
体

的
な
対
策
を
講
じ
、
学
校

と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

ふるさと教育　二十世紀梨の栽培
（東郷小学校）

町
教
育
の
め
ざ
す
人
材
育
成
と
は

英
語
教
育
と
ふ
る
さ
と
教
育
を

両
輪
で

教育長

　

町
の
温
泉
宿
泊
客
の
目
標

は
、
平
成
27
年
度
16
万
７
千

人
を
、
平
成
31
年
度
20
万
人

に
増
や
す
計
画
に
な
っ
て

い
る
。

　

し
か
し
、
施
策
の
集
客
目

標
は
２
千
人
で
、
増
加
目
標

３
万
３
千
人
の
１
割
に
も
満

た
な
い
。
ど
の
よ
う
に
し
て

集
客
す
る
の
か
。

　

ま
た
、
外
国
人
客
や
国
内

客
の
集
客
に
向
け
、
本
町
の

特
色
を
生
か
し
た
体
験
コ
ー

ス
を
創
り
、
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て

は
ど
う
か
。

　

更
に
、「
天
女
の
ふ
る
里
づ

く
り
」
や
中
部
観
光
の
コ
ン

セ
プ
ト
「
癒
し
」
を
ど
の
よ

う
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
の
か
。

【
町
長
】
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど

で
、
国
内
観
光
客
及
び
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
推
進
す
る
。

　

ま
た
、総
合
戦
略
の
中
で
、

13
項
目
の
具
体
的
な
事
業
を

強
力
に
推
進
し
目
標
達
成
を

は
か
り
た
い
。

　

当
町
に
は
体
験
型
の
観
光

商
品
が
多
く
あ
り
、
そ
れ
ら

を
集
め
た
観
光
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
た
い
。

　
「
癒
し
」
は
、
美
容
面
で

の
温
泉
や
健
康
面
で
の
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
の
拡
大
、
サ
ブ

カ
ル
チ
ャ
ー
な
ど
、
町
が
有

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
を
磨

き
上
げ
て
い
き
た
い
。

にぎわいを取り戻したい温泉街

松 岡 昭 博

温泉宿泊客
20万人の達成は

総合戦略を強力に推進町長
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安
倍
内
閣
の
経
済
政
策

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
は
、
長

期
の
デ
フ
レ
を
脱
却
し
、
名

目
経
済
成
長
率
３
％
を
め
ざ

す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
効

力
は
地
方
に
お
い
て
は
発
揮

さ
れ
て
い
な
い
。

　

町
内
、
及
び
中
部
圏
域
に

お
い
て
は
、企
業
が
疲
弊
し
、

非
正
規
雇
用
が
増
加
し
て
い

る
が
、
町
長
の
地
元
企
業
育

成
に
つ
い
て
の
考
え
方
を

問
う
。

　

ま
た
、
企
業
育
成
を
推
進

し
、
雇
用
確
保
な
ど
の
観
点

か
ら
も
、
入
札
制
度
な
ど
に

お
い
て
も
一
定
の
配
慮
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
あ
わ
せ
て

考
え
方
を
問
う
。

【
町
長
】
地
元
企
業
が
元
気

で
、
活
発
な
経
済
活
動
を
行

う
こ
と
は
雇
用
、
お
金
の
流

れ
を
生
み
、
町
の
活
性
、
発

展
に
結
び
つ
く
と
考
え
て

い
る
。

　

新
た
な
分
野
へ
の
進
出
支

援
と
し
て
「
じ
げ
産
業
育
成

補
助
金
」
や
、
一
定
額
以
上

の
設
備
投
資
を
し
た
場
合
に

固
定
資
産
税
相
当
額
を
３
か

年
交
付
す
る
「
企
業
拡
充
奨

励
金
」
な
ど
支
援
制
度
を
設

け
て
い
る
。

　

雇
用
対
策
で
は
、
鳥
取
県

企
業
立
地
事
業
補
助
金
の
対

象
と
な
っ
た
県
中
部
に
立
地

す
る
事
業
者
が
、
町
民
を
正

規
雇
用
し
た
場
合
に
奨
励
金

を
交
付
す
る
「
雇
用
創
出
奨

励
金
」
を
今
年
度
か
ら
設

け
た
。

　

入
札
時
に
お
い
て
地
元
業

者
の
保
護
、
育
成
は
重
要
で

あ
り
、
町
内
業
者
へ
の
発
注

を
原
則
と
し
て
い
る
。

地元業者の育成は重要（新中学校造成地）

地
元
企
業
の
育
成
は

雇
用
創
出
奨
励
金
を
新
設

町長

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
過
去
に

も
幾
度
と
な
く
質
問
を
し
て

き
た
が
、
改
善
の
ス
ピ
ー
ド

感
に
は
疑
義
を
感
じ
る
こ
と

が
あ
っ
た
。
返
礼
品
の
充
実

や
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
の
導

入
に
よ
り
、
平
成
27
年
度
は

件
数
で
６
千
８
１
２
件
、
金

額
で
１
億
３
千
５
２
９
万
円

と
な
っ
た
。
町
長
は
歳
入
の

確
保
に
大
き
く
貢
献
し
た
と

評
価
し
て
い
る
。

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
「
ふ
る
さ
と
湯

梨
浜
応
援
基
金
」
の
利
活

用
や
新
し
い
手
法
に
つ
い
て

問
う
。

【
町
長
】
当
初
は
寄
附
件
数

は
少
な
か
っ
た
が
、
平
成
25

年
度
か
ら
は
認
知
度
の
上
昇

や
、
お
礼
の
品
の
充
実
に
よ

り
、前
年
比
10
倍
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
申
込
み
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
の
入
金
シ
ス
テ
ム

な
ど
で
寄
附
件
数
、
金
額
は

増
加
し
、
平
成
27
年
度
は
県

内
４
番
目
と
な
っ
た
。

　

今
後
も
、
町
の
魅
力
が
情

報
発
信
で
き
る
よ
う
、
特
産

品
の
開
発
な
ど
に
力
を
入
れ

て
い
く
。

　

積
み
立
て
ら
れ
た
基
金

は
、
年
度
末
に
寄
附
者
の
希

望
に
そ
っ
て
各
事
業
へ
予
算

充
当
し
て
い
る
。

「ふるさと湯梨浜応援基金」で子育て支援

入 江 　 誠

「ふるさと湯梨浜応援基金」
の利活用は

寄附者の希望により活用町長
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①
東
郷
池
浄
化
対
策
事
業
で

水
質
浄
化
は
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
豊
か
な
自
然
環
境
の

観
点
か
ら
見
た
場
合
、
適
切

な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

　

陸
側
に
広
大
な
茂
み
（
ヨ

シ
原
）
を
作
る
こ
と
で
、
生

物
多
様
性
の
環
境
が
進
み
、

自
然
の
浄
化
作
用
に
貢
献
す

る
と
考
え
る
が
、
取
り
組
ま

な
い
か
。

②
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
分
布

拡
大
は
見
ら
れ
な
い
が
、
本

年
は
稲
の
被
害
を
耳
に
す

る
。
ど
の
よ
う
な
対
策
が
な

さ
れ
て
き
た
か
問
う
。

ヨシの植栽（東郷池メダカの会）

東
郷
池
の
環
境
保
全
は

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
支
援

町長

①
人
口
減
に
よ
り
、
今
後
も

空
き
家
は
増
え
続
け
る
。
対

策
が
進
ん
で
い
な
い
よ
う
に

感
じ
る
。
空
き
家
を
作
ら
な

い
取
り
組
み
が
大
事
だ
と
考

え
る
が
所
見
を
問
う
。

②
公
共
施
設
を
す
べ
て
維

持
、
更
新
し
て
い
く
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に

整
理
し
て
い
く
か
手
法
を

問
う
。

　

ま
た
、
使
用
し
て
い
な
い

施
設
は
、
ど
の
よ
う
に
管
理

し
て
い
る
か
。

③
情
報
シ
ス
テ
ム
の
経
費
削

減
、
職
員
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
中
部
広
域
連
合
に
よ
る

ク
ラ
ウ
ド
の
共
同
化
を
進
め

て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
①
高
齢
化
が
進
む

と
と
も
に
、
空
き
家
の
増
大

が
懸
念
さ
れ
る
。
昨
年
、
総

合
戦
略
を
策
定
し
、「
若
者

夫
婦
・
子
育
て
世
代
住
宅
支

援
事
業
」
な
ど
、
定
住
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

②
人
口
減
少
社
会
に
あ
っ

て
、
す
べ
て
の
公
共
施
設
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
は
困

難
。
昨
年
、「
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」
を
策
定
し

た
。
今
後
は
、
具
体
的
計
画

作
り
に
着
手
し
た
い
。

③
昨
年
度
、
鳥
取
県
Ｉ
Ｃ
Ｔ

共
同
化
推
進
協
議
会
が
設
立

さ
れ
、
シ
ス
テ
ム
の
共
同
化

な
ど
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

お試し住宅で移住体験（川上）

米 田 強 美

人口減少の対策は
定住対策に取り組む町長

【
町
長
】
①
「
東
郷
湖
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
、

東
郷
池
の
環
境
保
全
の
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
推
進
し
て
き
た
。

　

ま
た
、「
東
郷
池
メ
ダ
カ

の
会
」
が
中
心
と
な
り
、
ハ

ワ
イ
夢
広
場
付
近
な
ど
の
護

岸
へ
ヨ
シ
の
植
栽
を
行
っ
て

い
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
支

援
し
、
東
郷
池
を
守
り
育
て

る
取
り
組
み
を
進
め
る
。

②
Ｊ
Ａ
な
ど
が
開
催
し
た
指

導
会
に
お
い
て
、
ジ
ャ
ン
ボ

タ
ニ
シ
の
防
除
の
指
導
啓
発

が
行
わ
れ
た
。
県
が
設
け
て

い
る
生
物
多
様
性
保
全
事
業

を
活
用
し
、
地
域
で
防
除
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
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請 願 ･ 陳 情 審 査
常任委員会に付託した請願・陳情は、慎重に審査を行い次のとおり決定しました。

件　　　　　名 陳　情　者 審査結果

「名護市辺野古への新基地建設凍結と地方自治の尊重、
国民的議論の推進を日本政府に求める意見書」提出に
関する陳情書

反核・平和の火リレー　
鳥取県実行委員会

実行委員長　田中修一
継続審査

ＴＰＰ協定を国会で批准しないことを求める請願
農民運動鳥取県連合会

代表者　今本　潔
継続審査

少人数学級の推進と義務教育費国庫負担制度２分の１
復元をはかるための、2017年度政府予算に係る意見書
採択の要請について

鳥取県教職員組合
中部支部長　筏津孝行

採　　択
（意見書提出）

◎意見書提出となっているものは、議員発議で政府・国会に意見書を提出しました。

本会議での採決結果　９月定例会
議案の内容

（○：賛成　×：反対）
増　

井

寺　

地

河　

田

濱　

中

入　

江

松　

岡

酒　

井

上　

野

浦　

木

会　

見

米　

田

結　

果

平成27年度湯梨浜町一般会計歳入歳出決算認定
について

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
賛成10人
可決

工事請負契約の締結について（湯梨浜町立統合
中学校（仮称）校舎新築工事（建築））

× ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
賛成９人
可決

工事請負契約の締結について（湯梨浜町立統合
中学校（仮称）校舎新築工事（機械設備））

× ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
賛成９人
可決

工事請負契約の締結について（湯梨浜町立統合
中学校（仮称）校舎新築工事（電気設備））

× ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
賛成９人
可決

工事請負契約の締結について（湯梨浜町立統合
中学校（仮称）屋内運動場新築工事（建築））

× ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
賛成９人
可決

工事請負契約の締結について（湯梨浜町立統合
中学校（仮称）屋内運動場新築工事（機械設備））

× ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
賛成９人
可決

工事請負契約の締結について（湯梨浜町立統合
中学校（仮称）屋内運動場新築工事（電気設備））

× ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
賛成９人
可決

※議案の採決は、光井議長を除く11人で行います。
※上記以外の31議案は全会一致で可決及び認定しました。
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あなたの声をお待ちしています。

　
今
年
は
過
去
に
例
の

な
い
多
く
の
台
風
が
上

陸
し
、
全
国
各
地
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ

れ
ま
し
た
方
々
に
は
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。
本
町
に
は

大
き
な
被
害
も
な
く
、

ほ
っ
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
改
め
て
危
機

管
理
の
重
要
性
を
感
じ

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
ま
た
、
い
ざ
と
い
う

時
に
、
適
切
な
行
動
が

と
れ
る
よ
う
日
頃
か

ら
、
防
災
に
関
す
る
知

識
を
身
に
つ
け
る
こ
と

も
大
切
な
こ
と
と
感
じ

ま
す
。

（
記
　
河
田
）

広
報
常
任
委
員
会

編
集
委
員
一
同

編
集
後
記

　私たちは、2016年４月に松崎商店街

の一角で、中学生向けの学習塾「松崎

ゼミナール」をはじめました。近隣の

中学生たちが、平日夜に英語や数学を

学びに来ています。塾に通いたくても、

羽合や倉吉までなかなか出られないと

いう家庭の声を聞くことも多く、歩い

て通える塾になればいいなと思ってい

ます。数ケ月たって生徒数も少しずつ

増えて、子ども同士のコミュニケーショ

ンも盛んになってきました。

　私は昨年の春に松崎地区に転住して

きました。もともと、趣味のドキュメン

タリー映像制作のために３年前にこち

らを訪れたことがきっかけでした。ま

ちの方々が、商売だけでなくさまざまな

地域行事や三八市（松崎の朝市）などで

地元を盛り上げている様子を目にして、

実際に地域の中で生活することの大切

さを日々感じています。

　「塾」というと、子どもが通う場所と

いうイメージがありますが、まちの大人

にも開かれた場所にしたいと思い、上映

会や読書会を企画していますので、ふ

らりとお立ち寄りください。

小さな“まち”の塾として

中森　圭二郎さん（松　崎）

町民インタビュー
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